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有機 - 無機ペロブスカイト太陽電池は、容易な溶液プロセス、高い吸収係数、および高い

キャリア移動度を含むので、高効率の次世代太陽電池の最も有望な候補である。ペロブスカ

イト型太陽電池は、低い安定性のような多くの問題を有している。ペロブスカイト型太陽電

池の量産には、低温プロセスを含む電子輸送層が不可欠である。電子輸送層は電子を輸送し、

正孔の流入を遮断する役割を果たす。一般に電子輸送層には TiO2を使用している。 

しかし、TiO 2の製造には高温処理が必要である。一方、ZnO は TiO 2よりも低い温度で製造

することができる。また、ZnO は電気的移動度が高く、ドープが容易であるため TiO2に代

わる物質として注目されている。しかしながら、電子輸送層として ZnO を用いたペロブス

カイト型太陽電池の変換効率は TiO 2を用いた場合よりも低い。また、ZnO 層上に蒸着され

たペロブスカイト膜の熱安定性は問題である。本研究では、電子輸送層に ZnO ナノ粒子を

電子輸送層として用いたペロブスカイト型太陽電池を作製した。我々は、電子輸送層を化学

的にドープした結果生じるペロブスカイト層の電荷輸送特性および熱安定性の変化を系統

的に調べた。詳細な実験結果を提示する。 
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